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令和6年 3月 22日 (金)食品衛生センター6階講堂におしヽて、午後0時30分より、令和5年度 第4回理

事会 (日食協)、 午後2時より令和5年度 第4回理事会 (日食共組)、 午後2時30分より第76回全国支部
長会議を開催いたしました。

第4回理事会 (日食協)は鵜飼良平理事長の開会あいさつに始まり、令和5年度の報告事項を説明後、

承認事項として、「「支部・支所組織の再編、改革に関する会議開催に対する助成金」実施要領の一部改

定について」「支部常勤役員等に対する日本食品衛生協会理事長感謝状の贈呈要領について」「新規力日入特

別会員について」睡頁間の委嘱について」の案をお示しし、承認されました。

引き続き、「令和6年度事業計画 (案 )」「令和6年度収支予算 (案 )」「資金調達及び設備投資の見込みに

ついて (案 )」「役員賠償責任保険の契約締結について (案 )」「令和7年度における正会員会費算定基準につ

しヽて (案 )」 の5つの議案が承認されました。

その後開催された第4回理事会 (日食共組)は、鵜飼良平理事長の開会あいさつで始まり、「令和6年度

事業計画 (案 )」「令和6年度収支予算 (案 )」 等の議案を提出し、全議案が承認されました。

第76回全国支部長会議では、厚生労働省健康・生活衛生局 総務課 岡部 史哉 課長よりこあいさついた

だいた後、能登半島地震で甚大な被害を受けられた石川県支部に対し、全国58支部および 1団体より
],100万 円を超える義援金が集まり、石川県直江支部長へ目録の贈呈が行われました。本会議では、小

熊 正志 新潟県支部長を議長に、理事会で承認された令和6年度事業計画等について説明を行いました。

理事会 (日食協)の様子

(総務部 )

全国支部長会議で石川県支部ヘロ録を贈呈



令和6年2月 26日 (月 )午後2時より、食品衛生センター6階講堂にて、第 11回組織改革委員会
を開催いたしました。

委員長に岩丼委員 (兵庫県支部長)、 副委員長に長谷川委員 (山形県支部長)ならびに古川委員 (佐

賀県支部長)が選任され、岩丼委員長を議長に議事が進行されました。

はじめに、事務局より各都道府県市食品衛生協会を対象に行つた支部支所の運営等に関する調査

について報告したのち、協議事項では以下の議題について活発な意見交換が行われました。

○会員増強への今後の取組みについて

事務局より「各支部別支所数の推移」「各支部別会費収入の推移」「『支部・支所組織の再編、改革に

関する会議』開催状況」「食の安心。安全・五つ星事業の推進」について説明いたしました。

支所の役・職員の後継問題や保健所の統廃合を受け、支所の合併を実施・検討せざるを得ない状

況が各地域に散見しているなか、食の

安心・安全のため、全域で食協として

活動できるよう努める必要があり、支

部での実情を会員増強に関する取組

みも含め情報交換し、こ意見をいただ

きました。

O令和7年度の日食協基準会員数に
ついて

案をお示しし、こ意見をいただきま

した。

(総務部)委員会の様子

3月 8日 (金 )午後2時より、食品衛生セ

ンター6階講堂にて、第9回事業運営委員

会を開催いたしました。5つの委員会の締

めくくりとなる本委員会は、食品衛生の向

上を図るうえで必要となる日食協の各種事

業全般にわたる検討を行い、もつて業界の

発展ならびに国民の健康増進に資すること

を目的としております。

委員長に福島委員 (広島県支部長)、 副

委員長に阿部委員 (秋田県支部長)、 原田

委員 (ネ申戸市支部長)が選任され、福島委
員長を議長として、議事が進行されました。

日食協 塚脇専務理事ならびに福島委員長のあいさつからはじまり、事務局から先に行われた各委

員会の報告を行いました。その後、協議事項として、以下の議題について活発な協議が行われ大変

貴重な意見交換の場となりました。

○令和 7年度の日食協基準会員数について

○「支部。支所組織の再編、改革に関する会議開催に対する助成金」実施要領の一部改訂について(案 )

○食の安心。安全・五つ星事業の推進について(案 )

○支部常勤役員等に対する日本食品衛生協会理事長感謝状の贈呈要領について(案 )

委員会にて挙がつた意見や課題を今後の食協活動に活かし、各支部の活動がより活性化されるよ

う、努めてまいります。                             (総 務部)

塚脇専務理事の挨拶
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開催地 :仙台市支部

ようこそ 「社の都」仙台ヘ

◆令和6年7月 4日 (木 )

◆参加予定 約180名
◆仙台ガーデンパレス

令和6年度北海道・

市で開催いたします。

HACCPに よる衛生管理の推進、食中毒防止
対策、食品衛生協会の運営などさまざまな課題

について、皆さまとの活発な意見交換、情報共

有を進めたいと思います。

7月、まさに「杜の都」、街路が美しい欅で満

たされる仙台でお待ちしております。

開催地 i東京都支部

“伝統と革新が融合する街"

東京へようこそ

◆令和6年7月 ]]日 (木 )

◆参加予定 約150名
◆京王プラザホテル

東京都支部は、日本食品衛生協会とともに、

浅草に拠点を移しました。浅草は、“東京屈指の

観光地"多くの観光客が国内外より訪れるため、

食の安全の確保は重要な責務だと、改めて感じ

ています。皆さまとともに食協が抱えるさまざ

まな課題について発展的な意見コ1青報交換の場

となるよう努めてまいります。皆さまのお越し

を心よりお待ちしています。

望月 寛 会長

東北ブロック大会を仙台

鵜飼 良平 会長

"聯

地 :大阪 部

まいど !食のミヤコ大阪ヘ

◆令和6年 6月 13日 (木 )

◆参力日予定 約300名
◆シェラトン都ホテル大阪

2025年大阪・関西万博のテーマは「いのち輝く
未来社会のデザイン」であり、「幸福な生き方とは何

か」を正面から間う初めての万博といわれています。

私たち食品衛生協会も「安全と安心の食生活を

目指して」を一つのテーマとしており、実現する

ためには、協会としての役害」や各所との連携につ

しヽて活発な意見や情報交換が必要不可欠と考えて

います。本大会がそのような有意義な場となるよ

う努めてまいりますので、皆さまのお越しを心よ

りお待ちしております。

開催地 :島根県支部

ようこそ 神々の集う島根に!!
◆令和6年 7月 ]7日 (水 )

◆参加予定 約350名
◆島根県民会館/ホテルー畑

アフターコロナに向け明るい兆しも見えてく

るかと思いきや、世界情勢の不安定化などの影

響もあり、原材料・使用部材費の他運送費に至

るまで諸経費の高騰にわれわれ食品業界の苦闘

はまだまだ続きそうです。こうした諸課題に対

処していくためにも、ブロック会員が一堂に会

し発展的な意見交換を行つていきます。皆さま

のお越しを心よりお待ちいたしております。

津田 孝治 会長

藤井 祥― 会長

開催地 :富山県支部

富山の絶品
「とやま湾寿司」を食べに行こう !

◆令和6年 6月 6日 (木 )

◆参加予定 約200名
◆カナルパークホテル富山

北陸新幹線の敦賀延伸により、東京、京都か

らわずか2時間8分の地、「富山市」でブロック

大会を開催します。「HACCPに 沿つた衛生管理
の定着」等について、充実した意見交換の場と

したいと思つております。大会後には、立山連

峰の山容や水の恵、天然の生け黄のホタルイカ

や白エビ、富山湾寿司をこ堪能ください。

翠田 章男 会長

||□曰|||1開 催地
:沖縄県支部

伝続ある琉球料理・泡盛等の

食文化と王国時代の史跡、

美しい海と空をお楽しみ下さい

◆令和6年7月 18日 (木 )

◆参加予定 約],]00名
◆沖縄コンベンシ∃ンセンター

沖縄県は、琉球王国時代より受け継がれる文化と工

メラルドグリーンの海、白い砂浜、スカイブルーの青空

が広がり、自然豊かな国内有数のリゾート地であります。

この大会で会員が参力日して「食の安全・安心」への

取り組みや各支部間の情報交換を行い多数の参加で意

義ある大会になるよう準備を進めているところです。

皆さまのお越しを会員―同お待ちしております。

佐久本 武 会長



令和6年度 日食協 年間主要行事
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HACCPに沿つた衛生管理が完全義務化されて、早くも3年になろうとしています。事業者

の皆さまの運用状況はいかがでしようか。日食協では、本年度もHACCPに沿つた衛生管理の

導入のための基礎講座、コーデツクスHACCPを学ぶ研修や指導者を養成するための研修等を

実施してまいります。

今回は、食品製造にかかわる微生物の基礎やHACCPと一般衛生管理等の理解を深めていた

だくための基礎研修をこ案内いたします。新入社員の方や新たに配属される方、初めて食品衛

生に携わる方がた向けのZ00mを使つたライブ配信研修となります。詳細はホームページをこ

覧ください。

●令不口6年5月 23日 (木 )

●令和6年6月 20日 (木)

いずれも

13日寺～ 17日寺30分 (予定)

(公益事業部HACCP事業課)
HACCPに基づく衛生管理の研修会ステップ



令和6年度も引き続き、さらに「あんしんフード君」を中心とした普及を図つていくため、推
進目標を設定するとともに、「あんしんフード君」加入害」合が年間5160/0(令和6年2月現在)
となつていますが、加入件数が集中しているものの400/0台 と切換えが低迷している期間を推
進強化期間と設定することで「あんしんフード君」の推進を強化してまいります。

令和5年度までは、6月～9月計上分を推進強化期間としておりましたが、皆さまのこ尽力に
より6月計上分の「あんしんフード君」加入率が50%を超え、一定の効果が認められました。
令和6年度の推進強化期間は7月～9月計上分 (6月 20日～9月 5日受付分)といたします。

1.「あんじんフー ド君」年間目標件数の設定
268,280件 (2事業年度前の食品営業賠償共済加入件数)

2.「あんしんフード君」推進目標報奨金の設定

【報奨金①】
推進目標に対する達成率に応じ報奨金を交付。
ただし、前年度実績を下回つた支部は交付対象
としない。

【報奨金②】
令和6年度「あんしんフード君」増力日件数 100件につき5万円を交付する。

3.「あんしんフー ド君」推進強化期間の設定
|)推進強化期間 :フ月～9月計上分 (6月 20日～9月 5日受付分)
||)推進強化期間カロ入促進費

①「あんしんフード君」新規件数×1,000円

②共済掛金増加額×10% (共済部)

達 成 率 報奨金額

80%以上 30万円
70%以上800/0未満
60%以上700/0未満

20万円
15万円

50%以上60%未満 ]0万円
ヽ

摯Q解額繭颯1の嚢幽 修   笏
食品衛生研究所 (東京都町田市)では、食品検査や品質管理等の業務に携わる皆さまの知識や

技術の向上を支援する実習研修会を開催しています。食品微生物分野の経験豊富な講師とス

タッフをそろえ、当所にある充実した実習室で、各自が手を動かす実習を行つています。研修

では、単に操作の実習を行うに留まらず、手技のコツ等についてもこ紹介します。また、日頃

抱いている検査に関する疑間についてもお答えします。

5月は下記の内容で開催いたします。

コース :食品微生物入門 ]日

概 要 :初めて細菌検査を始める方に、細菌検査の操作等の基礎を学んでいただく内容です。手
技が確かでないと、得られた結果の信頼性は低くなります。そのために基礎が重要です。

研修では、初心者に必要な用語の説明から始め、細菌数、大腸菌群、黄色ブドウ球菌検

査に必要な混釈培養法や塗抹培養法について、しつかりと学べるプログラムです。

開催日 :5月 24日 (金 )

受講料 (税込):食協会員 33,000円
一   般  39,600円

●詳しくは、食品衛生研究所ホームページをこ確認下さい。

httpsi//ifha― ab ip/senll∩ ar― |∩fo/

●お問い合わせ先 :検査事業部検査事業課

TELi042-789-0212  E― mail kenshu@ifha Orip



ノロウイリレス食中毒による高額な支払い事例、いざというときに備えた補償の検討を !

「あんしんフード君」。「食品営業賠償共済」共済金支払い状況

聰 隕

さまざまな状況に対応できる「あんしんフード君」のご案内を |

褒 る睦スんんフ■ド劃|を詢

`如

韓||●本う榊

"警
Ⅲ■ワ林す| (共済部)

N0 勲
一頒
事故Iス分 1事故発■Ell

共済加入
力町入コ■ス 営難 授

年間推金

`い
事故の状況■■|

堂
口
獅
玖

被

者 共済金額 (円 )
支部‐ 支所 休業養除lH

1

食

中

毒

カンピロ
バクター
20231028 山形県 山形

あんじん
フード君鰤一鮨

４

７
提供した料理によるカンピロバクタ
ー食中毒。

9

賠

休

特

計

148540
241802
39034
429876

2 サルモネラ 20231122 東京都 西東京 レキュラー 飲食店
０

０

０

施

提供した料理による食中毒。被害
者からの損害賠償請求はなし。休
業期間7日間分の体業補償金を支
払つた。

体
特

計

293,769
29,377
323,146

3

ノロウイルス

120230125 辮 ヤ日町 鴨 食品製造業 Ⅷ 377輻
4 20230824 兵庫県 但馬

あんしん
フード君

飲食店
食料品販売業

8,500
900

提供した料理によるノロウイルス食

電言を最詈薯厖穫饗|ま笙[易看房
の損害額を支払つた。

賠

特

被

生

計

554,330
55,433
98124
80.400
788287

5 20230310 福島県 いわき レギュラー 食品製造業主料品販売業
1400
製造および販売したバンによるノロ
ウイルス食中毒。姉妹店と共同で
製造しており、過失害」合5害Jで認
定した。

賠

特

計

442,405
44,541
486,946

6

アニサキス

20230925 横浜市 竜葉区 あんしんフード君 すし
４

３

提供した寿司によるアニサキス食
中毒。体業期間 ]日間分の体業補
償金を支払つた。

休

特

計

140,652
]4,065
154,717

7 20231215 富山県 高岡
あんしん
フード君

食料品販売業 3500 販売した白子によるア
ニサキス食

中毒。
1

賠

特

計

104,531
10,453
114984

8
異
物
混
入 異物混入 20231122 埼玉県 坂戸

スーパー
あ/tしん
フード君

飲食店

8.500
600

傷:24900
『bセ蓋ぢイ晨昌台電意暮懸暴:|コ
を欠損した。

1

賠

特

計

261,000
26,100
287100

9

施

設

賠
償

事

故

施設リスク

202301 14 埼玉県 熊谷
あんしん
フード君

飲食店
０

０

０

０

５

９

８ 偏甲磐奈甘|こ緊是』ま|ご星温百置傷
させた。

1

施 : 1,422,380
1寺 :   142,238
言十:  1,564,618

1 20230617 岡山県 倉敷市 あ
/tしん
フード君

飲食店 8500
お客さまが店舗内の段差に蹟き負
傷した。賠償金のほかに各種費用
にて被害者治療費を支払つた。

]

施

特

被

計

37],904
37,190
22,425
431,519

] 20231223 新潟県 中越
めんしん
フード君 食品製

造業 5500 除雪中に小石が飛び、駐車車両
に

あたり破損させた。

５

４

９

３

１

４

１

４

５

４

３

７

施

特

計

1 業務リスク 20231022 北海道 江別
あんしん
フード君

仕出 し 弁当 206600 従業員が取引先の
エレベーターに誤

つて配膳台をボつけ、破損させた。

施
特

計

227,700
22,770
250,470
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事

故

受託物リスク 20230819 岡山県 倉敷市
ん

君

し

ド

ん

一

あ

フ
食品製造業
食料品販売業

5500
加入者店舗にある冷凍倉庫の設

~■

温度が誤つており、取引先から預か
つた商品が解凍されてしまい損害
を与えた。

受

特

計

500,000
50,000
550,000

141Σ
[聖

旅館宿,自者
賠償
20231026 茨城県 ひたちなか あんし

lt

フード君
旅館 (所 )

28,600
方々 14,800

宿泊客が施設のドアのクロスを誤つ
て破損させた。

旅 :

計 :

1

そ

の
他

被害者
治療費等

20230715 宮崎県 宮崎市 あんじんフード君 飲食店
8,500
900
店舗駐車場でお客さまが砂利に足
をとられ転倒し、負傷した。各種費
用にて入通院見舞金を支払つた。

]

被

計
]30000
130000

1 20231230 ヨ 県 金沢市 あんしんフード君 飲食店 8.500
来店客がドアを開めようとしたとこ
ろ、ドアが外れて指を切断した。各種
費用にて被害者治療費を支払つた。

|

被

計

1 リコール費用 20231126 広島県 福山
あんしん
フード君

食品製造業
主料品販売業

11 100

製造した商品にプラスチック片が混
入しており、身体的被害発生のおそ
れがあるため回収を行つた。各種
費用にてリコール費用を支払つた。

り:    83.567
1+:    83,567

支払い日(20242]～ 229抜粋)
※太字の箇所は共済金が]00万円を超えるもの。

※こ加入された支部 支所と営業所在地が異なる場合があります。

賠 :生産物賠償金、施 :施設賠償金、受 :受託賠償金、休 :店舗休業補償金

特 :特別費用、被 :被害者治療費等、生 :生産物自体の損害、消 :消毒費用

り :リ コール費用、旅 :旅館宿泊者賠償金、計 :合計共済金



店董趙蠍纂『留
こ備¬ニダ護曇彗経なJ墨|lγ秀』理撃離鰤喜計,11 ■■習●‐.溶司

躙
・・
・・

メ闊ぶ予頌Tぢ勇恣皐F3黙

`ζ

雛竿琴了i「「す

認蛭祓國:菫二皇恩
=

11                   1,:::奎1』ili::yiサ11雷
「
ll

盗ま|れ|てい.ること|がわか0た: →14:8031000円お支払い:

晋雷蠣島顧箸ζ誡子えぎ
イ↑ワ

ヽ

「
|「驚誉[言趾聾サ野1摯ξ藁謂η

雲屏習彗:電電瑞 星ξ

`Z騒

:贔

ヽ

お客さまの

生涯を見つめる

ジブラルタ生命

ジブラルタ生命保険株式会社
社/〒 100¨ 8953東京都千代田区永田町 2-13-10 コルセンタ聰罐肱麒継0当囃舅憑晰゙

【受付時間】平日900～ 18100土 曜900～ ]700
(日 曜 祝日 12/31～ ]/3を除く)

鰊
》彬籍



■ 体裁 :A4判  272ページ 本文カラー印刷  ■ 定価 :880円 (税込) ■ 発刊 :2024年 2月
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■体裁 :A4半 J ■ 定価 :330円 (税込) ■ 発刊 :2024年 2月
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食と健康
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謀豊皇姜峯ある■先1昇婿ぇて
お問い合わせは 公益社団法人日本食品衛生協会 出版部普及課まで
FAX 03‐ 5830-8810 メーリレアドレス fukyuuka@jfha.or ip

定期購読 書籍のご注文、
TEL 03-5830-8806

墜亦 …
研究所の近くで、新しいランドセルを背負い楽しそうに登校する子供たちを見ました。あらためて新年度の始まりを感じました。弊 :

紙では今後も皆さまの興味感心が湧く情報をご提供いたします。本年度も日食協ニュースをよろしくお願いいたします。 (斎藤):


